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東和工業 株式会社

誰も予期せぬ事態だからこそ、
助け合いの必要性

「同じ製造業の仲間としてなんとかした
い、という気持ちが強いんだと思う」社員た
ちは、社長の姿を見てそう言う。　

　宮城県石巻市にある東和工業株式会社
は、SUS材を主に、機械部品、精密部品を加
工、製作開発している。ここ最近では、液晶・
半導体・太陽光発電・官庁研究所・医療な
どの装置部品加工が主流だ。
　石巻市は旧北上川の河口に位置し、宮城
県内第二の人口を擁する都市である。もと
もと、江戸時代に伊達政宗が港を整備した
ことから始まり、明治時代以降は漁業の町
として栄えた。その後、石巻工業港の開港に
より、近年は工業都市の側面も持つように
なった。
　3月11日の大地震。そこに押し寄せた大
津波が、漁港や住宅、田畑などをことごとく
飲み込んでいった。石巻港に面して集積し
ていた工場群も、大きな被害を受けた。石
巻港から1.5kmの距離にある同社では、震

災当時、通常の業務が行われていた。しか
し大きな揺れに襲われ、従業員はすぐに解
散。その後、津波が来た。付近の建物は浸
水し、社長の小笠原仁一氏は双子の息子た
ちの行方がわからないまま、その日は雪の
降る中、避難した高校の寒い椅子で一夜を
過ごした。
　震災4日後、小笠原氏が津波後の悪路を
自転車で走り会社に行ってみたところ、工場
前の道路は80cmほどの津波に見舞われた
のにもかかわらず、工場内は幸いにも床上
30cmほどの浸水であった。工場の南にある
北上運河のおかげで、津波の被害は少な
かったらしい。それでも、工作機械のモー
ター・基盤・周辺機器などいくつかが使い
物にならず、買い替えの費用は軽く2200万
円を越えた。

に集まりはじめた。みなが工場の入口の紙
に「俺は生きてる」「元気」「○○にいます」
などの安否情報を書いていく。
　支援物資も全国から届き始めた。新潟、
名古屋、山形をハブ基地として、全国の製造
業関係の企業から東北へと、救援物資が運
ばれる。東和工業は石巻地区の中継地点と
なり、周辺の工場や支援物資の届かない近
隣住民宅へ、物資を1つ1つ配ってまわった。
行方の知れなかった小笠原氏の息子も見
つかり、工場の再稼働へ向けて建物内の泥
を掻き出していく作業が何日も続いた。
　しかし、仕事は待ってはくれなかった。
電気だけでなく、津波で水道もやられ、電
話もつながらない状態がしばらく続いた。
小笠原氏には、震災により仕事を休んでも、
親しい付き合いをしていたお客様との取引
はその後も続けていけるだろう、という予想
があったと言う。しかし大手外資系企業は
違い、仕事はキャンセルとなった。「早くしな
いと、客が離れてしまう。仕事の流れが変わ
ってしまう」。1日でも1週間でも早く稼働し
なければ仕事ができなくなる、と工場の復
旧作業は休みなく続いた。
　4月の半ばには、工場は少しずつ稼動し
はじめ、月末には稼働率は100％近くにな
り、GW明けからは完全に、震災前の状態に
戻った。しかし、周囲にはまったく復興の目
処のたたない会社も数多くあった。取引先
や親しくしていた会社の中には、天井まで
浸水して生産設備がすべて動かなくなって
しまった企業もあった。まさに、残ったのは
命だけ、という状況。小笠原氏は社員たちと
一緒に、被災した周りの協力企業に支援物
資を配り、声をかけ続けた。「とにかく、仕事
の流れだけは止めるな」「来た依頼は断る
な。機械貸すから」。リーマンショックもピン
チだと思ったけれど、震災も大ピンチだっ
た。

　震災から数日もすると、連絡の取れなか
った社員、家の遠い社員、津波に流されな
がらも脱出した社員などが、それぞれ会社

「でも、ガンガン前に進むしかねえ。開き直
りと前向きな姿勢だべね。笑顔とね」と、小
笠原氏は生産設備が使用できなくなってし
まった企業には、自社工場の機械を共同使
用できるようにした。天井まで浸水してしま
い、東和工業の一角を間借りしていた会社
は、今では浸水した工場を離れ、別の場所
で一から工場を立て直している。
　NCネットワークを通して全国の製造企業
から送られた物資を、東和工業は「ほかの
ところにも」と配り、その後、復興意思のある
被害の大きい企業へ設備などを運ぶため
の中継地点という役割を担った。

が原子力発電所事故関連、残りの約3分の2
が、使途を定めていない復旧・復興予備費と
地方交付税交付金が占める。本格的な復興
事業は、第3次補正予算に盛り込まれる予定
だ。しかしそれも、何月に執行されるのかわ
からない状況である。
　国の施策が思うようにいかない中、支援
をしてくださった全国の人々への感謝を小
笠原氏は語る。「助け合っていけば、もっとも
っといい日本になる。ありがとうの気持ちを
持ち続けていたい」。小笠原氏は全国から届
いた支援物資について「欲しいものを持って
行っていいよとすれば、好きなだけ持ってい
かれる。必要な人に必要なものを届けたい」
と、震災当初から継続して周辺への物資支
援の取りまとめ役を買って出ている。社員た
ちはその姿を見て「社長はただ純粋に、周り
の製造業の仲間を助けたいんだと思いま
す」と口を揃える。「今後はさらに設備支援が
必要になる。手に入った設備は、周辺の必要
な会社へ届けたい」と、小笠原氏は今後も被
災地の石巻で、震災から立ち上がった企業
の援助に尽力し続けていくと言う。

政策には、生活支援はあるが生産設備支援
はなかなかない。
　6月に入り、やっと設備に対する行政の中
小企業支援策が公表された。『中小企業等
グループ施設等復旧整備補助事業復興事
業計画認定』という助成金制度で、1社以上
の中小企業を含むグループでの応募が条件
である。東和工業もこの助成制度に申請を
出した。数社の申請内容をまとめて提出しな
ければならないが、説明会が行われてから
締め切りまでは10日もないという急なスケジ
ュールであった。しかも、審査が通ったとして
も、助成金額は会社を復興するには少ない。
全国各地の製造業者や設備会社から無料
や割引きで提供される設備機械が、現地で
はとても重宝されている。「生活支援はある
が、生産設備支援はなかなかない。ありがた
い」と小笠原氏は言葉を強くする。しかしそれ
でも、再建のままならない企業はあとを絶た
ない。
　7月5日、政府は原子力発電所事故にとも
なう損害賠償や二重ローン問題への対策な
どを計上した約2兆円の2011年度第2次補
正予算案を閣議決定した。全体の約3分の1
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生活支援から、
設備支援へ

全国から届いた支援物資。東和工業から、周囲の企業や住民へと直接手渡された。

流れだけは
止めるな

波に飲まれた
工業都市・石巻

現在でも全国から、支援設備が送られてくる。
東和工業は、必要な設備を必要な会社へと分配
する作業も行なっている。

　多くの方の生活支援のおかげで、日々の
生活はそこまで困窮したものにはならなかっ
た。これからは、事業の復興だ。沿岸部の製
造工場も漁港も、ほぼ壊滅状態である。この
ままでは、時が経つほど産業の復興が遅れ、
雇用環境は悪くなる一方だ。しかし、行政の

笑顔が絶えない小笠原社長は、
何度も「助け合いだべ」と口にした。
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